
　　　　　　　　　労働市場の状況や業務量、体制などが同様のハローワークとの比較による評価

　　　　　※　「就職支援業務報告」の内容

　　　　　　　　　マッチング業務の成果、総合評価の結果、ハローワークが利用者のために実施し

　　　　　　　　た各種の取り組みの結果及び業務改善の実施状況等

　　　　本省において、平成２９年度におけるハローワーク総合評価が決定されました。

　　　　　つきましては、ハローワークごとに「就職支援業務報告」として取りまとめましたので、別添

　　　　のとおり公表いたします。

　　　　　※　総合評価

平成29年度ハローワークのマッチング機能に関する業務の

　　　　　総合評価の結果等について

　　　　　鳥取労働局（局長　丸山 陽一）は、平成２９年度においてハローワークごとにマッチング 
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　　　　数）については、その実績を毎月公表しています。

　　　　　この取り組みは、平成２７年度から全国のハローワークで実施しており、今般、厚生労働

　　　　機能に関する業務について目標値を設定し、機能強化に取り組んできました。

　　　　　また、主要指標（就職件数（常用）、充足件数（常用）、雇用保険受給者の早期再就職件
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ハローワーク鳥取 就職支援業務報告（平成２９年度） 

１ 所長による分析（業務運営の総括） 

（１）特に重点的に取り組んだ事項 

① 各指標に対する取組 

当所では、必須指標では「就職件数」の目標達成を最重要と考え、マッチング機能の強化を重点的に進めることとし特に求職者担当者制に、

所重点指標では生活保護受給者等の就職件数に力を入れて取り組みました。 

求職者担当者制については、求職者全体の 1割以上の方に顔が見える支援をすることとして積極的に求人情報の提供を行い（３月の月間有効

求職者に占める担当者制の割合：１４．７％、年間求人情報提供件数：１２，５２１件）、就職率は前年度を０．８ポイント上回る３８．４％、

紹介成功率も前年度を１．８ポイント上回る３２．９％となりました。 

求人情報の提供は、毎週開催する求人充足会議や職業紹介部門の職員による事業所訪問等により、求人者がどのような人材を求めているのか

を職業紹介部門全員が共有し情報提供しました。 

また、鳥取市と鳥取労働局との間で締結された「生活保護受給者等就労自立促進事業一体的実施に関する協定」により平成２９年１０月に鳥

取市役所駅南庁舎内にハローワーク相談窓口を常設しました。これに伴い、鳥取市との連携強化を図ることができ、生活保護受給者等の就職件

数は前年を６３件上回る１９９件と大きく増加しました。特に、常設相談窓口を開設した１０月以降の下半期は前年を５１件上回る１２２件と

なり、３０年度以降も引き続き連携を密に図ることとします。 

 

② 中長期的な職員の資質向上に向けた取組 

 特定求職者雇用開発助成金に長期不安定雇用者雇用開発コースが新たに加わったほか、高年齢者雇用開発特別奨励金は要件が変更され名称も

特定求職者雇用開発助成金生涯現役コースと変更されました。就職が困難な者等の雇い入れにおいて、これらの助成金制度は有効な就職支援ツ

ールの一つであることから、事業主支援の一つとして助成金制度の職員研修を６月に行ったほか、３０年４月から障害者の法定雇用率が２．０％

から２．２％へ引き上げられること、３３年４月までには、更に０．１％引き上げとなることを踏まえ、障害者雇用についての職員研修を１２

月に行いました。 
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（２）サービス改善・業務改善を図った事項 

求人票に記載してある内容以上の情報提供の一つとして以前から画像情報の収集に努めており、２９年度も積極的に取り組んだ結果２５１社

から画像情報を収集し３月の有効求人件数２，６１３件のうち６０．６％にあたる１，５８４件の求人に画像情報を取り込みました。また、求

人情報提供端末のディスプレイのフレームに「ここに事業所情報表示がある求人は事業所の写真などが見られます！」とシールを貼り求職者へ

画像情報があることを分かりやすく周知しました。さらに、会社説明会の開催案内は日時と事業所名を記載したポスターにより周知していまし

たが、年度下旬から事業所ＰＲ用ＤＶＤ（事業所が作成したもの）を所内で放映（画像のみ）し、より興味を持ってもらえるよう工夫しました。 

人材不足分野である福祉分野について、求人事業所説明会、仕事内容を説明するセミナー等を２３回開催したほか、複数の福祉施設を見学す

る「ツアー型介護施設見学会」を１回、介護就職デー（面接会）を２回開催（１０月：事業所２０社、求職者７４人、就職３８人、１１月：事

業所３社、求職者２１人、就職４人）するなど精力的に取り組みました。また、建設業の職種別面接会を１回開催（事業所４社、求職者２２人、

就職１人）しました。 

 

（３）今年度見えてきた課題とそれを踏まえた今後のサービス・業務改善の取組について 

人材不足分野である福祉分野については、従前から職業訓練による新たな人材の開発、セミナーや面接会などによる求職者へのアプローチが

一定程度できているものの、運輸、警備及び建設分野においては職業訓練等がほとんど実施されていないこともあり、新たな人材の確保が難し

い状況です。 

求職者が運輸、警備及び建設分野を希望しない理由として３Ｋ（きつい・きたない・きけん）、賃金、休日及び福利厚生をあげており、業界

団体の中には問題意識を持ち改善に取り組んでいる団体もあることから、それらの団体と連携し求職者が持つイメージの払拭や労働条件の改善

等を図っていくことを検討する必要があります。 

 

２ 総合評価（※） 

※業務量や業務の特徴などが同じようなハローワークとの比較による評価 
 

良好な成果 
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３ マッチング関係業務の成果（主なもの） 

  就職件数 
充足件数 

（受理地） 

雇用保険受

給者早期再 

就職件数 

満足度 

（求人者） 

満足度 

（求職者） 

求人に対す

る紹介率 

求職者に対

する紹介率 

生活保護受

給者等の就 

職件数 

障害者の 

就職件数 

マザーズハロー

ワーク事業にお

ける重点支援対

象者の就職率 

正社員 

求人数 

正社員 

就職件数 

実    績 ４，９００ ４，７５８ １，２９３ ９０．１％ ９２．３％ ２２．７％ ２３．３％ １９９ ２３９ ８９．２％ ９，３６１ ２，１１０ 

目    標  ４，７５０ ４，５００ １，０６４ ９０．０％ ９０．０％ ２５．５％ ２５．８％ １６４ ２３７ ８９．４％ ９，７３９ ２，０４５ 

目標達成率 １０３％ １０５％ １２２％ ０．１Ｐ ２．３Ｐ △２．８Ｐ △２．５Ｐ １２１％ １０１％ １００％ ９６％ １０３％ 

※ 「目標達成率」は年度当初に設定した目標値に対する達成率。満足度と紹介率は目標との差（ポイント）。 
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ハローワーク米子 就職支援業務報告（平成２９年度） 

１ 所長による分析（業務運営の総括） 

（１）特に重点的に取り組んだ事項 

① 人材不足分野に対する取り組み 

当所では、重点項目として「就職件数」の目標達成を最重要と考え、その中でも人材不足分野である介護福祉分野に重点をおき、専門コーナ

ー（福祉人材コーナー）で様々な支援を実施しました。求人事業所への支援、資格所持者への支援を当該コーナーで集中して実施。両者のニー

ズを的確に把握し、スピーディーで満足感の高いマッチングを行いました。福祉系の資格のない方に対しても様々なセミナー等を通じて福祉の

魅力を紹介し、少しでも興味を感じた方を当該コーナーへ誘導するなどして両者の可能性を広げる取り組みも実施しました。介護福祉等の事業

所を集めた説明会を１４回開催したことにより、当該コーナーの新規登録者は６９０名、就職者は６１２名（目標：４８０名）と目標を大きく

上回りました。 

 

② 国の機関であるハローワークの特性を活かした早期再就職の取組み 

当所では、国の機関であるハローワークの特性を活かした早期再就職への取組みを行いました。国のハローワークで支援する雇用保険受給者

の早期再就職を促進するため、所定の来所予定日以外の日の来所を促す取り組みを実施。魅力あるセミナーの開催、求人情報の郵送による来所

勧奨や窓口での積極的な情報提供など初来所から途切れることのないつながり感を大切にし、さらに求職者担当者制できめ細やかな支援を実施

するなどして１，４４１人が早期に再就職することができました。 
また、全国ネットワークによる国のハローワークの特性を活かし、県外への就職の支援、県外事業所への支援を実施するため、島根県東部の

ハローワークと連携し両県の事業所へ通勤可能な求職者を対象とした「中海圏域合同就職面接会」を年 2 回開催しました。 

 

（２）サービス改善・業務改善を図った事項 

利用者満足度調査での意見も踏まえ、３コール以内に電話をとる取組みを進め、職員毎の外線電話をとった件数調査を実施。それにより全職

員が意識を持ちながら改善し行動したことでハローワークのイメージアップを図ることができました。 
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（３）今年度見えてきた課題とそれを踏まえた今後のサービス・業務改善の取組について 

重点項目として掲げていた「就職件数」は、平成２８年度に比べて８％（３４９件）の減少となりました。求職者が２８年度に比べ年間で１

２％（１，４８５人）減少した影響がありますが、就職件数を前年度以上とするよう他のハローワークの取組なども参考に改善を図ることとし

ます。 

具体的には、増加する求人（平成２８年度に比べ１２％（３，３２０人分増加））を１件でも多く充足するよう、求人者に対する支援を今以上

に強化することとしています。求人者担当者制を効果的に活用し事業所の「魅力ある職場づくり」の支援を行い、求人者が直接求職者に企業Ｐ

Ｒをする場をより多く作っていく予定です。また、ミニ面接会、市町村との連携事業もこれまで以上に実施する予定です。さらには、「中海圏

域合同就職面接会」については、大変好評であったことから、内容を充実し実施します。 

 

（４）その他業務運営についての分析等 

市町村との一体的な取組みを加速するため、今後は、地方公共団体、商工会議所、商工会等のニーズを的確に把握しながら、自治体等からの

提案を待つ受け身の連携から、自治体へ提案をする積極的連携へと関わり方を見直すこととしています。地域とハローワークが一体となった住

民支援、高齢者、障害者、女性等配慮が必要な方への更なる支援を連携して進めていきます。 

 

 

２ 総合評価（※） 

※  業務量や業務の特徴などが同じようなハローワークとの比較による評価 
 

良好な成果 

2 
 



３ マッチング関係業務の成果（主なもの） 

  就職件数 
充足件数 

（受理地） 

雇用保険受

給者早期再 

就職件数 

満足度 

（求人者） 

満足度 

（求職者） 

求人に対す

る紹介率 

求職者に対

する紹介率 

生活保護受

給者等の就 

職件数 

障害者の 

就職件数 

正社員 

求人数 

正社員 

就職件数 

生涯現役支

援窓口での

65 歳以上の 

就職件数 

実      績 ４，４４１ ４，５１３ １，４４１ ９２．０％ ９５．９％ １５．８％ ２１．０％ ２０３ ３０７ １３，３５５ ２，１４３ １１０ 

目      標 ４，８５０ ５，０００ １，４６０ ９０．０％ ９０．０％ １９．０％ ２２．２％ １６４ ２９９ １１，９６７ ２，１３３ ７８ 

目標達成率 ９１．６％ ９０．３％ ９８．７％ ２．０P ５．９P △３．２P △１．２ １２３．８％ １０２．７％ １１１．６％ １００．５％ １４１．０％ 

※ 「目標達成率」は年度当初に設定した目標値に対する達成率。満足度と紹介率は目標との差（ポイント）。 
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ハローワーク倉吉 就職支援業務報告（平成２９年度） 

１ 所長による分析（業務運営の総括） 

（１）特に重点的に取り組んだ事項 

① 各指標に対する取組 

当所では、「就職件数」の目標達成を最重要と考え、「正社員求人」の確保を特に重点的に進めることとし、未充足求人へのフォローアップ等

の機会をとらえて非正規求人の正社員転換等の待遇改善を積極的に推進してきた結果、前年度比１４．８％の増加となり、それに伴い正社員就

職件数も前年度に比べて５．５％増加しました。 

この取り組みは求人者にも高い評価を得ており、今後も提案型のアプローチでフォローアップを行うことを継続して実施します。 

 

② 中長期的な職員の資質向上に向けた取組 

 当所では、窓口業務における専門性を高める観点から、職員研修の全員受講を目指して取り組みました。新たに展開していく業務内容に沿っ

たものや専門的知識を蓄積していくもの等、どのテーマも複数回に分けて実施しました。主なものとして、特定求職者雇用開発助成金の長期不

安定雇用者雇用開発コース、移転費、地域サポートステーション事業、発達障害の理解等、今後の職業紹介業務に必要な研修を実施しました。 

 この取り組みについても、今後も継続していきます。 

 

（２）サービス改善・業務改善を図った事項 

労働関係法令トラブルの未然防止を目的に、事業所に対しては「労働条件通知書」の交付についての周知を、求職者に対しては就職支援セミ

ナーの中で労働基準監督署の協力を得て、労働基準法の説明を実施しました。 

また、サービス改善の観点から、求人情報提供端末利用者の窓口利用促進のため、端末に「ハローワーク倉吉就職支援メニュー」を掲示して

いますが、今後は総合案内による声掛けにも取り組んでいく予定です。 
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（３）今年度見えてきた課題とそれを踏まえた今後のサービス・業務改善の取組について 

ニーズに応じた事業所訪問は行っていましたが、事業所情報の収集・更新を目的とした画像情報取得がしばらく途絶えており、今後改善をし

ていく必要があります。 

また、人材不足分野に対する就職支援の取り組みが介護分野のみであったため、運輸、警備等他分野の取り組みについても検討していく予定

です。 

 

（４）その他業務運営についての分析等 

 自治体との連携において、十分な情報共有や就職支援にかかる共同の取り組みが不十分であったことがあげられます。福祉担当課とは連携を

強化し、臨時相談窓口の開設など成果が得られたところですが、商工担当課との連携も強化していく必要があります。 
新たな取り組みとして琴浦町に週２回の巡回相談窓口を開設したことをきっかけとして、連携の幅を広げていきます。 

 
 
 

２ 総合評価（※） 

※業務量や業務の特徴などが同じようなハローワークとの比較による評価 
 
 
 
 
 
 
 

標準的な成果 
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３ マッチング関係業務の成果（主なもの） 

  就職件数 
充足件数 

（受理地） 

雇用保険受

給者早期再 

就職件数 

満足度 

（求人者） 

満足度 

（求職者） 

求人に対す

る紹介率 

求職者に対

する紹介率 

生活保護 

受給者等の 

就職件数 

障害者の 

就職件数 

正社員 

求人数 

正社員 

就職件数 

実    績 ２，００８ １，８５９ ５７６ ８４．８％ ９７．０％ １７．８％ ２１．８％ ６５ １１３ ４，１６８ ８９３ 

目    標 １，９００ １，７００ ４７６ ９０．０％ ９０．０％ ２１．７％ ２５．７％ ８２ １１２ ３，６３０ ８４７ 

目標達成率 １０６％ １０９％ １２１％ △５．２Ｐ ７．０Ｐ △３．９Ｐ △３．９Ｐ ７９％ １０１％ １１５％ １０５％ 

※ 「目標達成率」は年度当初に設定した目標値に対する達成率。満足度と紹介率は目標との差（ポイント）。 
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